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優れた空間モード
優れた長時間出力安定性
単一周波数発振、低ノイズ

命、ノーメンテナンス
ターンキーオペレーション

スタンダードパッケージ（AC電源含む）
又は、コンパクト・OEMパッケージ



D3　430（ダイレクト・ダブルド・ダイオード）レーザ

ー製品概略－
コヒーレンント社製　DPSS532に代表されるSIiG（第2高調波）発振のLD励起Nd：YAG
レーザは、高安定・高信新のグリーン光を発振する優れた光源として、その信勅が碓立されました。コ
ヒーレント社では、従来ガスレーザ等でしか得られなかった短波長の発振をダイオードをベースに研究
・開発を行い、コンパクトで高安定な430nmのレーザ光源をIJl〕光のlくNbOl結晶による直接逓
倍の技術により、オールソリッドステートで実現しました。

高効率外部共振ダブリング

低出力の連続発振のシステムで第2高調波を得る場合には、基本波の強度をできるだけ大きくとる必要
があります。l〕1の場合、胤＿旧］の1．n迎続発振山力を外部共振ダブラーによって約20倍に高める手
法をとっています。このことにより高光変換効率を実現し、その結果消賀電力の低限及び高寿命を同時
に実現することが可能となりました。

FM：ェレクトロニクスによる高安定

実験やその応用化の成果は、よくシステムノイズに依存すると言われております。すべてのD’レーザ
には、コヒーレント祉独自の制御テクニック、FM－トエレクトロニクスが採用されています。この技術
により、低ノイズで再現性の高い製品となりました。
このテクニックは主に2つの安定化システムにより構成されています。
まず第1は周波数ロックループです。このロックループには、外部共振器の基本モードにLDの発振周
波数をロックする方法として周波数変調（FM）により得たエラーシグナルを利用しています。（FM
ロッキング法）　このことにより、共振ダブラーにおける最大変換効率を実現し、かつ光ノイズを最小
限にとどめています。
第2番目としては、このレーザにはライトレギュレーションループを採用している点があげられます0
このことにより長時間の出力安定を実現します。ガスレーザの技術と比べた場合、観察されるノイズの
レベルは限界まで低くおさえられているのがこのレーザの特徴です。
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一．．

回折陣のモードクオリティ及びビームポインティング

収光性もまた、すべてのレーザシステムにおいて重要視されています。1〕－　レーザにおいては、外部共
振ダブラーはダイオード発振に存在する高次モードをブルー発振に伝えることを防いでいます。このこ
とにより、より回折限界に近い山カビームを得ることができます。
また、モードのクオリティが重要祝される一方で、州庇や位置のビーム安定性が強く求められています。
n－　レーザでは、共振ダブラー及びそれをささえるメカニックの厳正なる機械的デザインにより、優れ
たビームポインティング性能が、仕様化されているすべての動作範囲で得られます。

頑丈なパッケージ及びユーティリティ

スタンダードパッケージには、共振器・制御エレクトロニクス・電源がすべて1つのパッケージ
（490×120×86mm，6．3Kg）の内に含まれています。

共振器は、結晶等がよごれない様、環境的に完全シールドされたボックスの内に入れられていますので
外的影響を受けません。
また産業OEM用として、レーザヘッド及びコントロールカードのみの供給も可能です。その場合は、
290×95×84mm．2．OKgとさらに小型化できます。（但し、お客様サイドで特定のDC電
源を供給して頂きます。）
またレーザは、100、115、又は200VACで動作可能でキースイッチで矧期こ動作が可能です。
またアナログのインターフェイスが内蔵されており、レーザの状況を知るステータスシグナルも装備し
ております。

保証

納入後3000時間あるいは1咋間のいずれか早い方におきまして、すべての光学部品、エレクトロニ
クスに対し保証されます。（帆、欄品の正郎陳を糾う、Xti覿るような馴桝さ批齢I捌粗い抽ます。）
また、すべての修理はレーザの構造上、工場内で行われますのでご了承戯います。

女
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モデル名

汝長

山カ

モード

M2

光ノイズ（＠10H z－50kH z）

長時間安定性（＞8時間）
線幅

ビーム半径（l／e2intensity）

ビーム拡がり乃（全角）

残余I R

偏光

偏光椚光比

使用可能温度範朗

最大許容温度変化

ウオームアップ時間

消費電力

動作電旺（スタンダード）

（OEM　タイプ）

ポジション　オリエンテーション

（レーザ山射窓小火部を基準として）

アングラー　オリエンテーション

（レーザ山射窓中央部を基準として）

外形寸法（L xI x H）

スタンダード　パッケージ

O EM　パッケージ

垂鬼

スタンダード　パッケージ

O EM　パッケージ

（往）動作電圧は御発注時に御指定ください。

Dう　430－10

430±2　nm

＞10　mW，CW

T EM‘川q

＜1．3

＜1％　RMS

＜±3％

＜50　MH z

O．35　±　0．05mm

≦1．2m r a d

＜0．1％

リニア／垂直偏向

＞100：1

15－30℃

＜1℃／mi n

＜5　mi n

＜40W

l O O／115／220VAC±10％

＋5V　　1．5A，－5V O．5A

十15V O．35八，－15V O．35A

±0．5　mm

±5　m r a d

490×120×86　mm

290×95×84　mm

～6．3　K g

～2．O K g



En佗

励起単一周波数Nd：YAGリングレーザ
SSシリーズ

ップで驚異の長期間出力安定性を実現

STARPLUSTMテクノロジー

STARTN（Single－Frequency Tightp

Angle Ring）共振器とPLUSTM（PoYer

Loop for Ultra Stabillty）エレクトロ

ニクスとの併用により、ファーストウオ

ームアップ（5分以内）で低ノイズ、高

出力安定をモードホップフリーのもとに

実現します。

●特　長
●超低光ノイズ（＜0．25％rms）

●長期間出力安定（士3％：8h以上）

●高ポインティング・スタビリティ

（＜7，5′上rad／℃）

●メンテナンスフリー

●ターンキーオペレーション

●長寿命（ガスレーザの数倍）

●電源部静電気対策対応

●低ランニングコスト、コンパクト設計

DPSSシリーズでは単一周波数（線幅

＜2MHz、コヒーレント長＞150m）

を上記の性能下において得ることができ

るため、ホログラフィーや干渉応用等に

最適です。

■応用例
●ホログラフィー応用、干渉応用

●光磁気ディスク着込み、読出し

●各種レーザ顕微鏡

●フローサイト・メトリー

●パーティクル・カウンター

●ラマン分光

●レーザ流速計

●レーザプリンタ（フイルム関連）

●各唾半導体非破壊検査



LD励起固体レーザ
従来、固体レーザはアークランプやフラ

ッシュランプを励起源として使用してい

たため、固体結晶吸収波長以外の波長出

力は吸収されすに熱となって放出され、

水冷等の冷却が必要となるなど手間のか

かる労力が求められてきました。

DPSSコンセプト
LD励起固体レーザが数年前より市場に

参入し、基本波（赤外光）の信頼性、安

定性は確立されましたが、非線型結晶を

用いた第2次高調波（グリーン光）タイ

プは、当初その信頼性、安定性に問題が

あったため、ガスレーザの代替品として

市場を脅かすまでにはいたりませんでし

た。その理由としては、共振器が定在波

型構造であったため縦モードのモード競

STARTM共振器
図1はDPSS532の共振器構造です。

図で示すようにNd：YAG媒質の吸収

波長に一致するように温度コントロール

されたLD光は、Nd：YAG媒質にフ

ォーカスされます。

高出力化が著しいLDは、温度コントロ

ールを確実におこない、波長をその吸収

帯にほぼ一致させることによって熱発生

を最小．取に抑えることができるため、

コンパクト設計が可能になりました。

合による第2高調波ノイズを引き起こし

たこと、さらに定在波型共振器を用いた

単一周波数発振ではスベイシャルホール

バーニング効果等の問産が介在していた

ことなどを挙げることができるでしょう。

コヒーレント社はこれらの問題を独自の

リング共振器STARTh．（Slngle－Frequ

encyTight Angle Ring）の採用によっ

て解決しました。

Nd：YAG結晶にはプリズムカットが

施され、マグネット内にマウントされて

います。このYAGプリズムにおける反

射光がリングパスを実現し、2枚のミラ

ー内で共振します。単一周波数動作は、

マグネット内にマウントされたYAG結

晶におけるファラデー効果による非相互

偏光回転と、ブリュースタカットが施さ

れた回転プレートによる相互回転によっ

て持続されます。また、KTP結晶が基

本波のポインティングベクトルウオーク

オフを最小限にするように配置されてい

ます。内部SHG（Second Harmonic

Generation）採用のイントラキャビティ

巡回パワーによって、高効率の変換を

実現します。

PLUSTMエレクトロニクス
DPSS532では、第2次高周波ノイ

ズを発生させるモード競合を押さえるた

め、独自のエレクトロニクスPLUSm

（PoYerLoop forUltra Stabillty）を

併用しています。PLUST7Jシステムは、

グリーン出力のエラーシグナルが2つの

グループ（LDの電流調整およびKTP

結晶の温度コントロール）によって桝成

され、低ノイズ、ファーストウオームア

ップ、モードホップフリー（＠最大許容

温度変化＜1℃／min）、そして長時

間の高出力安定を実現しています。
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図3　長期間出力安定性データ



単一縦モード発振
DPSSシリーズの線幅は＜2MHzと

なっており、結果としてそのコヒーレン

ト長は150m以上にも及んでいます。

この性能レベルはホログラフィ、干渉応

用に最適な光源であるといえます。

偏光多重結合
高出力532nm、400mWタイプで

は、さらなる励起出力が必要とされるた

め、2つの2WのLDを偏光多重結合

（図5）させています。単一周波数発振

を実現するDPSS532－400は、

中型のグリーン光源として大変有効です。

図4　300MH zフリースぺ
光スペクトラム。測定器
っています。

怨 霊 溌 繁 、21モて∧
；∨上

声く・■■ご
ミ三．羊．濱 藻 草 宣 茂 雄 遊軍 l 増 頴 凛 藁 漱 ・得 絹 無 蓑 ．妄…

睾ぷ 謹 筆 戦 ・沼 雄 路 盤 浩

野苺

‡誉；ン笥

漁 藻 草 誉 嵩 ㌍ 堅 ・ン更、一二∫・緑 墾
ぷい

ポ洋美 ‾汚’とく－　　 ‘く′≦ぢ

信やり■　　　 鴻容
器 霧 無 音 灘 基 ・・ご1

′壷 壷 廊 隼 ■二、㌦、ご弓1、 √、、≡′；

1．で＿r茂㍗汁一三ン
；′蔓ご家；、

ガイ
巌

三・ゼ宗準や　宰燕
黒 諒 宰

こ≡くシ

ご浅二　 三㌢遽告こ
バイ
ど

さ．′■l‥≧

l　　　　　　　　 l　 l　　　　 l
・、、ぶ′∧　 績 這 瓦 詣 ・÷、

光

無

策′Z率

枠 毎 畑 滞　∴ 薮 ‘‥簸、ミ“、

妄猫 熟 ．瀬 緯 射 笹 涌 ；－′∴す‾：、ン
ぎ善く、字やさて

幕 末 麗 言 繋奈一概 浩 志 謀 議

薄墨燕
、1 ㌔ン∫三：鵜：・欺紋か漁鱗津

練 達蓑蛋

無 謀 規

が讃・

笹瑠■

5　LDの偏光多重結合の概要図

ターンキーオペレーション
DPSSシリーズはすべて単相100V

ACでの動作が可能です。発振はキース

イッチのONによってレーザ安全基準に

基づくセーフティータイム20秒後に得

ることができ、その後の5分以内ですべ

ての仕様に到適します。また、レーザヘ

ッドは工場内クリーンルームで組立られ、

完全シールドが施されているため、仕様

OEM供給
DPSSシリーズはすべてのOEM供給

が可能です。ご要望により、サイズ、

付属品、台数ディスカウント、保証期間

（延長を含む）等、ご相談に応じます。

メンテナンス
本製品は調整等一切不要の完全モジュー

ルです。コヒーレント社独自の製造工程

によりレーザヘッド内部の光学系は一切

アライメント不要です。

に基づき外的な影響を受けず、長時間に

わたるノーメンテナンスオペレーション

が可能です。また、電源部とヘッド部の

一体化により、ESD（ElectroTStatic

Discharge）の問薄によるLDの破損は

連結ケーブルを除去することによりまっ

たく問題がありません。

保　証
本製品は、検収日より3，000時間あ

るいは1年間のいずれか早い時期におい

て、すべての光学部品・電子部品を保証

します。また、ご要望により保証延長も

可能です。（但し、本製品の正常な機能

を損なう、または変えるような使用が認

められた場合は責任を負い兼ねる場合が

あります）



モデル名 Mode 1 532－XI M O DE L lO 64－‡Ⅰ MOD EL lO6 4SトXI

波長 532 m皿 10 64r皿 106 4m m

出力 （m叶） 10，20，50，100，150，20 0．40 0 CW 10 0，20 0．30 0 CW 80，150，120 C W

モー ド T甜00q TE Moo T EM oo q

M 才 ＜1．3 ＜1．5 ＜1．5

光 ノイズ （10H z－10推lE）■ ＜0．25 m S ＜0．5％rm s ＜0．5％rms

長期間安定性 （8時間以上） 士3％ 士5％ 士5％

偏光 垂直、 リニア 水平 、リニア 水平 、リニ ア

偏光消光 比 100 ：1 30 0：1 30 0：1

ビーム 半径 （1／e2） 0．35m m 0．－45岨 0．45 mm

ビーム拡 が り角 （フル レン ジ） ≦1．3m rad ≦2．4m ra d ≦2．4m ra d

ビーム ポインティング ・スタビ リテ ィ ＜7．5〟ra d／℃ ＜7．5Jl rad／℃ ＜7．5J上rad／℃

使用温度 範囲 15－35℃ （15－30℃－40伽巾 15－35℃ 15－35℃

最大許容温度 変化 ＜1℃／n ln ＜1℃／mln ＜1℃／皿In

ウオー ムアップタイ ム ＜5分間 ＜5分間 ＜5分間

寸法 （L X W X H ）／概 寸

重量

電源

314 X1 20 X8 6mm

4 2 0X 12 0X8 6m m（15 0－200 m甘）

52 0×12 0X8 6m m（－400m的

3．2k g

4．3kg（一200m W）

5．7kg（一400州 ）

10 0／11 5／220 VA C土10％

314×12 0X8 6m山

3．2kg

1 0 0／11 5／22 0V AC士10％

31 4X 120×86Ⅲ山

3．2k g

10 0／11 5／220 VA C土10％

消費電力 （typ．）

モー ドホ ップ保証

25W

35 W（－20 0m W）

10 0W（－40伽W）

○

25W 25W

○

※仕様は予告なしで変更される場合があります。Mode153封まご要望により2波長発振タイプの供給も可能です8

外観寸法（DPSS Low Power）

日本総代理店
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アライメント

1994／10β7小川

［1］2．5GeVアライメントシステム改造

（1）問題点

1．レーザー本体のアライメント

2．光学系（ビームサイズ、ビームの質）

3．検出系（較正、計算横制御）

4．アライメント用真空ダクト（リーク？、圧力）

（2）改造点

1．レーザー交換（実施済み）

随一Neレーザー（632．8nm，画25mW？）－－－＞LD励起YAG倍波（532nm，greCn，10mW）

（気体レーザー、大型）　　　　　（固体レーザー、小型、安定）

（きれいなガウシアンビーム）

（シングルモードTEM∝，）

2．ファイバー光学系（実施済み）

レーザーと出射系を分離、シングルモード、偏波面保存ファイバーによって結合

一一＞＞ファイバー出射部の調整容易（一部改良の余地あり）

ビームサイズ調整糸

目＞＞レンズの製作

460m先でビーム径30mm以下の仕様－＞計算値：最大15mm

3．検出系の改造（今年度以降予定）

検出器回路図の整備、試作（PSの内藤氏）

計算機制御の検討（GP一皿など）

フォトデテクターの遠隔挿入（一部既存、重工飯野氏）

プロファイルモニタの整備（一カ所既存、手動）

4．真空系整備（一部済み、他次年度以降）

ロータリポンプ増強

現在、固定3カ所（1－1、2－7、3－7の各エンド）及び引き口1カ所（5－8エンド）

（大鹿氏整備）

圧力測定（ゲージの整備）

リーク？

（3）試験

1．レーザー及び光学系のテスト終了（460m先でビームサイズ約20mm）

2．アライメント予備テスト終了（7／26，8／5、未校正）

3．本テスト（本日午後、重工一飯野氏、伯東一田中氏）

【2】KEKB用アライメントシステム案

J部分の内側にレーザー光学系設置一一＞＞J部分、陽電子側、2．5GeV側同一光源でアライメント

（同一基準の可能性要検討）
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